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根岸西方断層及びその南に位置する断層の分布

（陸域・海域）

根岸西方断層
青森湾西断層

入内断層

黒石断層

野木和断層

青森湾西岸断層帯
（地震調査委員会，2004) ６）

青森市

凡 例

当社調査結果

根岸西方断層（東側落下） 活断層（東側落下）

活断層（西側落下）

活背斜

活撓曲

根岸西方断層（西側落下）

• 根岸西方断層の南には，地震調査委員会（2004）６) が評価する「青森湾西岸断層帯」及び産業技術総合研究所・東海大学（2012）７)が評
価する「青森湾西岸断層帯」が分布するため，根岸西方断層とこれら断層帯との連続性について以下で検討する。

• 地震調査委員会（2004）６)は，青森湾西断層，野木和断層及び入内断層を「青森湾西岸断層帯」とし，産業技術総合研究所・東海大学
（2012）７)は，青森港沖背斜及び入内断層を「青森湾西岸断層帯」として評価しており，両者で断層帯を構成する断層が異なる。

青森湾西岸断層帯
（産総研・東海大，2012) ７）

5.1.5.1 文献調査 (1/8)

文献による断層

津軽山地西縁断層帯
（産総研編，2015) ８）

第579回審査会合

資料1-1-2 P.500 再掲
5-55



地震調査委員会（2004）６) 「青森湾西岸断層帯の評価」

２．青森湾西岸断層帯の評価結果
２．１ 断層帯の位置及び形態

（１）青森湾西岸断層帯を構成する断層

• 青森湾西岸断層帯は，青森県東津軽郡蓬田（よもぎた）村から青森市にか
けて分布し，青森湾西断層，野木和（のぎわ）断層，入内断層によって構成
される（図１，２）。野木和断層や入内断層の北部延長は，青森湾内に達し
ていると思われる。そのことを示す海底地形の一部が熊木・宮野(1982)９)や
沿岸域広域地形図「陸奥湾」(国土地理院, 1982)10)で捉えられている。また
，蓬田付近以南で中－低位の段丘群が直接青森湾に面するように分布す
ること（青森県, 1999）11)や青森県(1999)11)による瀬戸子地区での反射法弾
性波探査の結果は，野木和断層・入内断層の続きあるいはそれらに連続
する海底断層が海岸線に沿って少なくとも蓬田の沖合まで延びていること
を示唆している。しかし，海域の調査が進んでいないため，このような海底
断層の詳しい実態は把握できていない。

• 青森湾西断層，野木和断層，入内断層は，走向及び変位の向きを同じくす
る断層で，その隔たりも4km 以内で近接していることから，松田(1990)12)の
基準にしたがって，一つの起震断層を構成していると見なせる。

• 地震調査委員会（2004）６)は，青森湾西断層，野木和断層，入内断層を「青森湾西岸断層帯」として一つの起震断
層と評価している。

• 根岸西方断層と「青森湾西岸断層帯」との関係については記載されていない。

5.1.5.1 文献調査 (2/8)
第579回審査会合
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産業技術総合研究所・東海大学（2012）７) 「青森湾西岸断層帯（海域部）」

• 産業技術総合研究所・東海大学（2012）７)は，活断層研究会編（1991）１)の根岸西方断層とその北西海域延長及び南東海
域延長の断層を平舘断層として，一つの起震断層と評価している。

• また， 青森湾の調査において青森港沖背斜を発見し，青森港沖背斜及び入内断層を「青森湾西岸断層帯」，青森湾西断
層及び野木和断層を「青森湾西－野木和断層帯」として，別の起震断層と評価しており，地震調査委員会（2004）６)の評価
と異なる。

• さらに，平舘海峡において，平舘海峡撓曲を評価している。

5.1.5.1 文献調査 (3/8)
第579回審査会合
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• 活断層研究会編（1991）１）は，根岸西方断層の南方に，長さ約16km，NNW～NE方向の青森湾西断層，及び，長さ約8km，
ほぼN-S方向の入内断層を図示し，いずれも「活断層であると推定されるもの（確実度Ⅱ）」としている。

• 根岸西方断層と青森湾西断層及び入内断層との関係については記載されていない。

0 10km

活断層研究会編（1991）１） 「新編日本の活断層 」 （一部加筆）

入内断層

青森湾西断層根岸西方断層

5.1.5.1 文献調査 (4/8)
第579回審査会合
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20万分の1日本シームレス地質図
(産業技術総合研究所 地質調査総合センター
(https://gbank.gsj.jp/seamless/)に加筆

後期中新世-鮮新世
（堆積岩）

中～後期中新世
（堆積岩）

中～後期中新世
（火山岩）

後期更新世
（段丘）

前～中期中新世
（火山岩）

中～後期中新世
（堆積岩）

中～後期中新世
（火山岩）

中期更新世
（火山岩）

0 2km
0 10km

黒石断層

入内断層

青森湾西断層

浪岡撓曲

野木和断層

産業技術総合研究所 地質調査総合センター編（2015）８) 「活断層データベース」

• 産業技術総合研究所 地質調査総合センター編（2015）８)は，活断層研究会編（1991）１)の根岸西方断層を図示
していない。

• また，活断層研究会編（1991）１)の青森湾西断層，入内断層等とほぼ同じ位置に活断層を図示しているほか，池
田ほか編（2002）13)及び宮内ほか（2001）14)の野木和断層とほぼ同じ位置に活断層を図示している。このうち，青
森湾西断層及び野木和断層を「青森湾西岸活動セグメント」，入内断層を「入内活動セグメント」とし，異なる活
動セグメントとしている。

5.1.5.1 文献調査 (5/8)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.504 再掲
5-59



• 今泉ほか編（2018）２)は，活断層研究会編（1991）１)の根岸西方断層，青森湾西断層，入内断層等とほ
ぼ同じ位置に，それぞれ「平舘断層」，「津軽断層帯」，「入内断層帯」として活断層を図示している。

• このほか，池田ほか編（2002）13)及び宮内ほか（2001）14)の野木和断層とほぼ同じ位置に活断層を図
示し，「入内断層帯」の一部としている。

• 「平舘断層帯」と「津軽断層帯」及び「入内断層帯」との関係については記載されていない。

今泉ほか編（2018）２） 「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（一部加筆）

0 10km

凡 例

5.1.5.1 文献調査 (6/8)

入 内 断 層 帯

津 軽 断 層 帯平 舘 断 層 帯

第579回審査会合
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池田ほか編（2002）13） 「第四紀逆断層アトラス」（一部加筆）

• 池田ほか編（2002）13)では，活断層研究会編（1991）１)の根岸西方断層は範囲外となる。
• また，活断層研究会編（1991）１)の青森湾西断層，入内断層とほぼ同じ位置に，断層線等を図示しているほか，青森湾西断

層と入内断層との間に野木和断層として長さ約４kmのほぼN-S方向の断層線を図示している。「青森湾西断層は，南端部
において東へ順次ステップしながら野木和断層，入内断層へとその地表への出現位置を変える」としている。

凡 例

0 5km

入 内 断 層

青 森 湾 西 断 層

5.1.5.1 文献調査 (7/8)
第579回審査会合
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宮内ほか（2001）14） 「都市圏活断層図（青森）」（一部加筆）

• 宮内ほか（2001）14)では，活断層研究会編（1991）１)の根岸西方断層は範囲外となる。
• また，活断層研究会編（1991）１)の青森湾西断層，入内断層とほぼ同じ位置に，活断層（活撓曲）等を図

示しているほか，青森湾西断層と入内断層との間に野木和断層として長さ約４kmのほぼN-S方向の活断
層を図示している。

0 2km

入 内 断 層

5.1.5.1 文献調査 (8/8)
第579回審査会合
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LiDAR地形判読（変動地形判読）

蓬田

蟹田

磯山
尻高

0 2km

• 根岸西方断層の南端部の尻高付近では，Eランクの断層地形の可能性がある地形が判読され，現
海岸線方向と平行に段丘面の侵食崖等が連続して認められる。尻高の南方の尻高川右岸の尾根
より南方では断層地形の可能性がある地形は認められない。

• 青森湾西断層の北端部の蓬田西方付近では，N-S方向のBランク及びDランクの断層地形の可能性
がある地形が判読され，低崖や傾斜変換点が連続して認められるが，蓬田西方より北方では断層
地形の可能性がある地形は認められない。

• したがって，根岸西方断層と青森湾西断層との間には，連続する断層地形の可能性がある地形は
認められない。

青森湾西断層

根岸西方断層

5.1.5.2 地震調査委員会の断層 (1/5)

尻
高
川→

第579回審査会合
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5.1.5.2 地震調査委員会の断層 (2/5)

• 津軽半島東部の地質構造
は，東西２列の新第三系から
なる異なる隆起帯（平舘ドー
ム及び袴腰岳ドーム）とその
間の沈降帯で構成される。

• 根岸西方断層は平舘ドーム
の隆起帯の東縁に沿って分
布する逆断層であり，一方，
青森湾西断層はそれとは異
なる袴腰岳ドームの隆起帯
の東縁に沿って分布する逆
断層である。

• したがって，根岸西方断層
と青森湾西断層の地質構造
は連続しない。

青森湾西岸断層帯

青森湾西断層

入内断層

野木和断層

更新世

鮮新世

中新世

*: 根本・氏家（2009） 15）

前～後期中新統

中～後期中新統

根岸西方断層

【平舘ドーム】*

【袴腰岳ドーム】*

凡 例

活断層（東側落下）

（当社調査結果及び地震調査
委員会（2004）６）に基づく）

箕浦ほか（1998）16）に加筆

陸　域　凡　例

全体共通 火　　山 津軽半島北部

八甲田火山群

八甲田火山
起源の溶岩

八甲田凝灰岩

浜名層

下北半島西部

野平層

半太郎沢凝灰岩

於法岳安山岩

大畑層

川内層

脇野沢安山岩類

小沢層

桧川層（凝灰岩）

桧川層（流紋岩）

桧川層（安山岩）

金八沢層

夏泊半島

福島層

青森市南西部

王余魚沢層

都谷森山層

入内層

前田野目層

大釈迦層

浅所層

茂浦層

間木層

弁慶内層

津軽半島南部

岡町 立山層

大釈迦層

白滝橋層

不動ノ滝層

馬ノ神山層，源八森層

太田凝灰岩部層

蟹田層

味噌ヶ沢層

塩越層

今別安山岩類（主部）

小泊層（主部）

三厩流紋岩部層

母衣月デイサイト
部層

龍飛安山岩類

長根層（ドレライト）

長根層（泥岩）

長根層（凝灰岩）

長根層（ドレライト）

長根層（泥岩）

長根層（凝灰岩）

長根層（流紋岩）

冬部層（流紋岩）

冬部層（凝灰岩）

磯松層

権現崎層

今別安山岩類
（デイサイト）

鶴ヶ坂層

沖積層

砂丘砂

海成低位段丘堆積物

河成低位段丘堆積物

河成高位段丘堆積物

海成中位段丘堆積物

海成高位段丘堆積物

貫入岩（流紋岩）

貫入岩（デイサイト）

貫入岩（安山岩）

白亜系火砕岩類

花崗岩類

先第三系堆積岩類

断　　　層

背　斜　軸

向　斜　軸

カルデラ類

貫入岩
（玄武岩，ドレライト）

天狗岱面より高位の
段丘堆積物

全体共通

Ngd

Ott

Umn

Fdn

Srk

Dsk

Okm Tty Mdn

Dsk

Krz Fks

Ndf

alv

dns

td5

td4

td3

td2

td1

td0

ryd

dcd

and

bsd

Crv

grn

prt

Hnt

Ohd

Oht

Hnk

Hnr

Knp

Hna

Kwc

Wkn

Kzw

Asd

Mur

Mgf

Skn

Tym

Nyn

Hmn

Hkl

Hkd

Trg

Msg

Sks

Imb

Imd

Kdm

Mnm

Hrd

Tpa

Ngd

Knt

Ngm

Ngt

Ngm

Ngt

Fyr

Fyt

Ism

Gng

Ngr

活断層（西側落下）

更新統

地質構造調査（地質構造の連続性）
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5.1.5.2 地震調査委員会の断層 (3/5)

重力解析（重力構造の連続性)

根
岸

西
方

断
層

青
森

湾
西

断
層

野
木

和
断

層

入
内

断
層

活断層（東側落下）

（当社調査結果及び地震調査
委員会（2004）６）に基づく）

凡例

活断層（西側落下）

• 津軽半島東部は東西２列の隆起帯（平舘ドーム及び袴腰岳ドーム）による山地からなっており，ブーゲー重力異常値の高重力異常域は，２つの隆起帯の分布と対
応している。

• 根岸西方断層は平舘ドームの隆起帯に対応する高重力域の東縁部に沿って分布し，一方，青森湾西断層は袴腰岳ドームに対応する高重力異常域の東縁部に
沿って分布する。また，これら高重力異常域の間には低重力異常域が分布するため，根岸西方断層と青森湾西断層の重力構造は連続しない。

• さらに，入内断層は別の高重力域の東縁部に沿って分布するため，これら３条の断層の重力構造は連続しない。
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根岸西方断層

Ｆ－27断層Ｆ－25断層平
均
変
位
速
度

平
均
変
位
速
度

段丘面の平均変位
速度分布

M2
M1

M1

M1

M1

段丘面の平均変位
速度分布

L L M1 M1 M1 M1 M1.

Ｆ－27断層

Ｆ－25断層

約5km

平均変位速度
0.1～0.25m/ky 0.1～0.25m/ky0.15～0.25m/ky （変位なし） 0.04～0.10m/ky*1

産総研・東海大(2012)７)

による活断層及び褶曲

海 域

陸 域

池田ほか編(2002)13)による変位地形

平均変位速度が収束する
傾向が認められる部分

凡 例

• 根岸西方断層（F-25断層，陸域の断層，F-27断層）の平均変位速度及び池田ほか編（2002）13)に基づく青森湾西岸断層帯の平均変位速度の変化傾向を示す。
• 根岸西方断層南端のF-27断層の平均変位速度は，南端へ向かって収束する傾向が認められる。
• 青森湾西断層北端の青森湾西断層の平均変位速度は，根岸西方断層の半分程度であり活動性が低い。
• 以上より，根岸西方断層と青森湾西岸断層帯の変位速度は連続しないと評価する。

地形解析（段丘面等の変位速度） *1：青森湾西断層，野木和断層，入内断
層（北部）の平均変位速度は，池田ほ
か編（2002）13）に基づき，各段丘面の
形成年代を，M1面: 125ka，M2面: 
120ka，L面: 20ka として計算した。

A層/B1層

B1層/B2層

断層を挟んで同じ地層が分
布しないため最低値を示す

※）B1層の最上部にAso-4（約8.5～9万年
前）が挟在するため，A層/B1層の形
成年代を80kaとして平均変位速度を
計算した。また，根岸西方断層（陸域
）の平均変位速度は，各段丘面の形
成年代を，M1面：125ka，M2面：120ka
として計算した。

5.1.5.2 地震調査委員会の断層 (4/5)

青森湾西岸断層帯

野 木 和 断 層

入 内 断 層

青 森 湾 西 断 層
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・ 地形： 根岸西方断層（陸域）の南端と青森湾西断層の北端との間には，断
層地形の可能性がある地形が認められない。

・ 地質構造：

文献調査）

根岸西方断層と青森湾西縁断層を一連の断層とする文献はない。

根岸西方断層と青森湾西断層は，異なる隆起帯の東縁に沿って分布
しており，その間は沈降帯となっていることから，地質構造は連続しな
い。

・ 重力構造： 根岸西方断層と青森湾西断層は，異なる高重力異常域の東縁
に沿って分布しており，その間は低重力異常域となっていることから，重
力構造は連続しない。

・ 活動度： F-27断層の平均変位速度は，南端に向かって収束する傾向が認
められ，青森湾西断層の平均変位速度は根岸西方断層の半分程度と
低いことから，根岸西方断層と青森湾西断層の変位速度は連続しな
い。

根岸西方断層と青森湾西岸断層帯（地震調査委員会，2004）６）の連続性評価

野
木

和
断

層

入
内

断
層

活断層（東側落下）

（当社調査結果及び地震調査
委員会（2004）６）に基づく）

凡例

活断層（西側落下）

青
森

湾
西

断
層

5.1.5.2 地震調査委員会の断層 (5/5)

• 根岸西方断層と「青森湾西岸断層帯」は，一連の断層ではないと評価する。

陸
域

の
断

層
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